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久米 康啓さん
子どもらの笑顔に感謝

石井町農業後継者クラブ 
会長（石井町）

Q お生まれは・・・？
町の中心地高川原で1967年に生

まれました。とは言っても当時は農地
が多く住宅、商店は点在していた程
度でした。小さいころ近くの飯尾川で
水遊びをしたり、「天神さん」で木登り
をした記憶があります。
学生時代は、スポーツ好きで陸上

競技や水泳、バレーボールに夢中に
なりました。今も名残で体協のバドミン
トン部に所属し週2回汗を流していま
す。会社勤めを2年程経験し、現在は
「百姓一」の役員をしながら花卉を中
心に農業に従事しています。
「百姓一」は野菜を中心に卵や
花、乳製品、加工品を常時40数軒の
農家の方が出品して町内外から多く
の方がお買い求めになっています。

Q 農業後継者クラブの活動は・・・
主にイベントでお店を出したり、学

童農園を行っています。農園では藍
畑幼稚園や高川原小学校の子ども

達に「じゃがいも」「さつまいも」などの
植え付けや収穫体験をしていただい
ています。自分たちで作った作物を
焼き芋やふかし芋にして食べると本
当においしそうです。天候によってた
くさんできたり、うまく出来なかったりし
ますが、子ども達に対し、地産地消ま
た食育に生かせることが私たちに
とっては宝物になります。
夏まつりでは焼き芋のお店をだし

たり、昨年11月の「とくしま食材フェア」
では多くの方とふれあうことができま
した。

Q 生まれ変わったら
何処に住みますか・・・
この町石井町かな。町にはお店や
病院など公共機関もそろっているし、
交通手段も悪くない。日常生活には
結構満足しているから、町の良さって
案外気がつかないのかも。独身なの
で、彼女がみつかったら町を紹介し
ながらデートしたいですね。

平成25年9月発行予定

次号予告 冊子の設置場所
１２市町村役場／徳島市立図書館／小松島みなと交流センターkocolo／道の駅「ひなの
里かつうら」／いっきゅう茶屋／佐那の里／ＪＲ石井駅／神山温泉／松茂町歴史民族資料
館／北島町立図書館・創世ホール／藍住町立図書館／あせび温泉／技の館 ほか

■ 市町村特集 勝浦町・北島町
■ 定住自立園取組情報
■ ブランドのチカラ
 プレゼントが当たるクイズもあります。

［参加市町村］
徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村・石井町・
神山町・松茂町・北島町・藍住町・板野町・上板町

〈百姓一〉情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
営業時間 8：30～18：00
休み 毎週水曜日
住所 名西郡石井町石井字重松639-5
電話 088-674-7377
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

徳
島
東
部

市
町
村

12

たぬきでユニークな町づくり 小松島市
人が元気・暮らしが安心
未来を広げる 松茂町

■   歴史のヒント

■   市町村特集

■   定住自立圏取組情報
蒅について［上板町］

■   ブランドのチカラ

■   クイズで商品ゲット

㈱高鉾建設酒販事業部［上勝町］
藍の館［藍住町］
昭月堂本店［北島町］
株式会社 北谷［徳島市］
㈱神山温泉 神山旬感工場［神山町］
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ご自由にお取りください
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「徳島東部地域定住自立圏」とは！？「結ぶ」って！？
徳島市を中心として周辺の11市町村と連携して「徳島東部地域定住自立圏」を形成し、12市町村が役割分担
しながら連携・協力することで圏域全体の発展に向けたさまざまな取り組みを展開しています。本誌は徳島東
部12市町村の住民の皆さんが「徳島東部地域定住自立圏」の魅力を知り、取り組みに参加することにより、市
町村の枠組みを越えて、お互いが交流し結びつきを深める「＝結ぶ」ことを目的として発行しています。

産業振興事業 〈12市町村連携事業より〉

すくも
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昨
年
4
月
20
日
オ
ー
プ
ン

広
域
観
光
案
内
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

広
域
的
な
観
光
情
報
の
発
信
や
物
産
案
内
の

拠
点
施
設
と
し
て
、ア
ミ
コ
ビ
ル
地
下
1
階
に
徳

島
市
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
と
く
し
ま
旅
づ
く
り

ネ
ッ
ト
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
こ
に
は
徳
島

東
部
地
域
の
観
光
案
内
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介
に
加

え
、特
産
品
な
ど
の
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
充
実

し
て
お
り
、公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
わ
に
〜
ズ
」

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ（
T
シ
ャ
ツ
、ぬ
い
ぐ
る
み
、

ピ
ン
バッ
チ
な
ど
）も
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

同
所
を
利
用
し
た
観
光
客
か
ら
は「
明
る
い

雰
囲
気
の
店
舗
で
、と
て
も
利
用
し
や
す
か
っ

た
」と
の
声
も
。オ
ー
プ
ン
以
来
10
か
月
で
約
4
万

1
千
人
の
方
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
所

で
は
電
動
バ
イ
ク・
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
の

レ
ン
タ
ル
を
行
う「
ぐ
る
と
く
サ
イ
ク
ル
」も
あ
り

市
内
散
策
や
連
携
市
町
村
へ
の
移
動
手
段
と
し

て
好
評
で
す
。

広
が
る「
I
P
P
I
N
店
」

と
く
し
ま
食
材
フ
ェ
ア
開
催

地
元
食
材
を
使
っ
た
メ
ニュ
ー
を
提
供
す
る

「
と
く
し
ま
I
P
P
I
N
店
」は
平
成
25
年
1
月

現
在
1
3
2
店
舗
を
超
え
、徳
島
の
食
材
の
魅

力
を
満
喫
で
き
る
お
店
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
好
評
で
す
。

平
成
23
年
に
は
ア
ミ
コ
2
階
デ
ッ
キ
に
て「
と
く

し
ま
食
材
フ
ェ
ア
2
0
1
1
」を
開
催
し
J
A
、

米
穀
協
会
、と
く
し
ま
I
P
P
I
N
店
、佐
那

河
内
村
や
上
板
町
な
ど
19
ブ
ー
ス
が
出
店
。昨
年

11
月
に
は
同
2
0
1
2
を
場
所
を
藍
場
浜
公

園
に
移
し
て
2
日
間
開
催
。J
A
徳
島
市
を
は

じ
め
約
40
団
体（
市
町
村
含
む
）や
I
P
P
I
N

店
7
店
が
参
加
し
て
、例
年
以
上
の
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
し
た
。約
2
万
人
の
来
場
が
あ
り

地
元
新
鮮
食
材
や
特
産
品
の
試
食
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

徳島市観光ステーション
「とくしま旅づくりネット」
徳島市元町1-24アミコビル地下1階
Tel 088-635-9002
営業時間9：00～19：30
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観光案内コーナーでは、県

内外を問わずたくさんの

方々から質問を頂き、私た

ちにとってもあらためて

徳島を知るきっかけになっ

ています。

ぐ る と く サ イ ク ル コ ー

ナーでは電動アシスト付

自転車や電動バイクのレ

ンタルもありますので徳

島市周辺を観光される際

は、是非ご利用ください。

また、物産コーナーには、

徳島東部地域の特産品が

ずらりっ！！！

数多くの方々に徳島東部

地域の魅力を知っていた

だけたらと、思います。

どうぞお気軽にお立ち寄

りください。

 金釣 理恵

mu s u b u2 mu s u b u 1

徳島駅

クレメントプラザ
ポッポ街

とくしま
CITY

そごう
徳島店
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徳
島
県
を
代
表
す
る
特
産
物
の一つ
に
、

藍
染
め
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、染
料

「
蒅
」を
用
い
染
め
ま
す
が
、タ
デ
ア
イ
と
い

う
植
物
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。上
板

町
は
そ
の
栽
培
面
積
が
全
国
一
位（
約
9

㌶
。全
国
で
は
約
24
㌶
。平
成
19
年
度
実

績
）で
、蒅
も
多
く
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
蒅
、実
は
徳
島
県
だ
け
で
な
く
全
国
的

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、蒅
の
歴
史
を
少
々
説
明
し
ま

す
。1
4
4
5（
文
安
2
）年
の『
兵
庫
北

関
入
舩
納
帳
』に
、阿
波
の
藍
が
撫
養
な

ど
か
ら
畿
内
に
向
け
積
み
出
さ
れ
た
記
録

が
あ
り
、こ
の
頃
に
は
既
に
蒅
づ
く
り
が

行
わ
れ
、そ
れ
が
県
外
で
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。1
7
8
1（
天
明
元
）

年
に
は
、蒅
製
造
法
の
改
良
が
な
さ
れ
、高

い
品
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ブ
ラ
ン

ド
化
し
ま
し
た
。1
8
0
4（
文
化
元
）年

頃
か
ら
1
8
6
0（
万
延
元
）年
頃
の
間
、

蒅
・
藍
玉（
固
形
の
蒅
）の
生
産
量
は
年
平

均
で
1
万
1
千
㌧
以
上
で
し
た
が
、

1
9
0
0（
明
治
33
）年
頃
に
は
、イ
ン
ド

藍
や
化
学
合
成
染
料
の
輸
入
量
増
加
か

ら
、1
9
0
4（
明
治
37
）年
以
降
生
産
量

は
減
少
し
、1
9
6
5（
昭
和
40
）年
に

は
、12
㌧
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

た
だ
、国
内
の
染
織
作
品
の
多
く
に
藍

が
用
い
ら
れ
、そ
の
修
復
と
伝
統
染
織
の

技
術
に
と
っ
て
蒅
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。そ
れ
ら
を
守
る
た
め
、県
内
の
蒅

づ
く
り
の
技
術
は
1
9
7
8（
昭
和
53
）

年
、阿
波
藍
製
造
と
い
う
名
称
で
国
の
選

定
保
存
技
術
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。同

年
、そ
の
技
術
の
保
存
団
体「
阿
波
藍
製

造
技
術
保
存
会
」が
結
成
さ
れ
、後
継
者

の
養
成
や
製
造
技
術
の
記
録
保
存
等
の
活

動
を
行
って
い
ま
す
。

上
板
町
で
は
、昨
年
7
月
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
事
業
で
、藍
染
め
を
通
じ

て
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、技
の
館
で
は
藍
染
め

体
験
を
、歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
阿
波
藍

製
造
の
関
連
資
料
を
展
示
し
、蒅
づ
く
り

の
保
護
・
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
的
な
染
織
を
支
え
て
い
る

阿
波
藍
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
是
非

上
板
町
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

スタッフの声スタッフの声

地
域
住
民
が
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
は
、地
域
産
業
の
活
性
化
が
必
要
不
可
欠
で
す
。徳
島
東

部
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
等
の
価
値
の
高
い
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
開
発
や
地
域
の
特
産
品
を
生
か

し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
、起
業
支
援
、企
業
誘
致
、鳥
獣
害
対
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す

産
業
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。本
誌
で
は
そ
の
取
組
み
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

年4回発行し、季節ごとに旬のテー
マを決めて12市町村を巡ります。
1泊2日コースやプレゼントコーナー
など見どころ満載です。

季刊誌「とくしま旅づくりネット」

ルートマップ
12市町村の観光ス
ポットやイベント・特産
品などを中心にエリア
マップとともに紹介。

観光開発
観光誘致事業

特産品ブランド化
地産地消推進事業

facebook

かわに～ズ（徳島市観光ステーション）

蒅
に
つ
い
て

歴
史
の

ヒ
ン
ト

阿波藍製造技術保存会事務局を担当し、同
会の活動を手伝っています。上板町の南側は
吉野川に接していますが、その流域地域は洪
水などの水害に悩まされていました。洪水で土
砂の流入がくり返されたことから、稲作を行うに
は難しく、それに代わるものとして、先人たちが
考えたのが藍作でした。この藍作が日本の伝
統的な染織を支えることになるとは、驚きです。

上板町立歴史民俗資料館
板野郡上板町泉谷字原中筋８番地１
Tel.（０８８）６９４－５６８８
開館時間／９：００～１６：３０
休館日／月曜日、土曜日、日曜日、祝日、
１２月２８日～１月４日
入館料／大人210円、小人100円
駐車場／１５台程度

蒅づくりの工程の解説と関連する道具を常
設で展示しています。他に、和三盆糖づくりに
ついての資料もあり、現存する伝統の技術を
知ることができます。また、民俗資料、歴史資
料、農具なども多数展示していて、小学生な
どの地域学習に利用されています。

種
蒔
き（
3
月
上
旬
）

苗
取
り（
余
分
な
苗
の
抜
き
取
り
。4
月
上
旬
）

定
植（
4
月
下
旬
〜
5
月
上
旬
）

施
肥・根
寄
せ（
5
月
上
旬
〜
6
月
下
旬
）

葉
な
ど
の
刈
り
取
り（
6
月
下
旬
〜
9
月
上
旬
）

蒅
を
叺（
莚
の
袋
）に
詰
め
て
全
国
の
染
物
業
者

な
ど
に
出
荷（
12
月
中
旬
以
降
）と
な
り
ま
す
。

蒅
づ
く
り
の
流
れ

樫山 昌史
上板町教育委員会 学芸員係長

寝
せ
込
み
の
後
、4
、5
日
毎
に
葉
藍
に
水
を

か
け
混
ぜ
合
わ
せ
る「
切
り
返
し
」（
約
1
0
0

日
か
か
り
ま
す
。9
月
中
旬
〜
1
月
）、期
間
中

に
は
、蒅
を
ほ
ぐ
す「
通
し
」（
10
月
下
旬
、
11
月
下

旬
）、採
種（
10・
11
月
）も
行
い
ま
す
。

乾
燥
さ
せ
た
葉（
葉
藍
）を
寝
床
と
呼
ば
れ
る
作

業
場
で
発
酵
さ
せ
る「
寝
せ
込
み
」（
9
月
上
旬
）

刈
り
取
り
後
、茎
・
葉
の
選
別
と
葉
の
乾
燥
を

行
う「
藍
こ
な
し
」（
6
月
下
旬
〜
9
月
上
旬
）

藍種
葉藍

すくも

す
く
も



市のイベントで、講談師一龍
斎貞心さんの阿波狸合戦の
口上方を務めてから講談の
虜になりました。今はイベント
やケアハウス慰問の舞台に
上がっていますが、毎回違う
ライブ感がとても好きです。
幼少の時は父の仕事で県外
に暮らし、大学～就職は東
京で。26歳の時、長女が生ま
れ小松島に帰ってきました。
最近始めた釣りもタコ、アナ
ゴ、ガシラ等々魚種多彩。釣
り場まで5分で行けるんです。
家族を持って気が付きまし
た。子育て生活するには、空
気や水のきれいな小松島は
最高です。

国
際
貿
易
港
と
し
て

発
展
め
ざ
す

小
松
島
に
入
港
す
る
外
国
船
の
多
く

は
ア
ジ
ア
、ア
メ
リ
カ
か
ら
木
材
や
紙
の

原
料
と
な
る
チ
ッ
プ
や
貨
物
コ
ン
テ
ナ

を
運
ぶ
船
で
す
。小
松
島
は
日
本
有
数

の
木
材
の
輸
入
港
な
の
で
す
。県
内
最

大
の
4
万
㌧
級
岸
壁
の
ほ
か
、赤
石
地

区
に
は
1
万
5
千
㌧
級
岸
壁
に
大
型

コ
ン
テ
ナ
船
の
入
港
に
備
え
た
ガ
ン
ト

リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、東
ア
ジ
ア

の
玄
関
口
と
な
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
内
を
ぐ
る
り
巡
る
と
た
ぬ
き
に

関
す
る
も
の
が
溢
れ
て
い
ま
す
。金
長

だ
ぬ
き
郵
便
局
、市
バ
ス
の
車
体
外
観

に
た
ぬ
き
の
イ
ラ
ス
ト
、公
園
内
の
彫

刻
な
ど
。極
め
つ
け
は
、た
ぬ
き
広
場
の

銅
像
で
す
。高
さ
５
㍍
の
た
ぬ
き
の
銅

像
は
世
界
一の
大
き
さ
で
、小
松
島
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
小
松
島
に
た
ぬ
き
に
ま
つ

わ
る
話
が
多
い
の
は
、民
話「
阿
波
の
狸

合
戦
」の
舞
台
が
小
松
島
を
中
心
に
展

開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。藩
政
当
時

の
民
話
で
た
ぬ
き
の
金
長
と
染
物
屋
の

主
人
、茂
右
衛
門
の
人
情
話
を
明
治
時

代
に
大
阪
の
講
談
師
が
演
題
に
取
り

入
れ
て
、大
き
な
話
題
を
集
め
ま
し

た
。そ
の
後
、昭
和
13
年
に「
天
下
分
け
目

の
阿
波
た
ぬ
き
合
戦
」と
し
て
映
画
化

さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。こ
う

いっ
た
理
由
か
ら
小
松
島
と
た
ぬ
き
の

結
び
つ
き
が
深
く
な
り
ま
し
た
。

平
成
3
年
、金
長
た
ぬ
き
を
モ
チ
ー
フ

に
市
内
の
若
者
が
小
松
島
市
創
作
太
鼓

振
興
協
会
を
結
成
し
、和
太
鼓
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
演
奏
も
繰
り
広
げ

て
い
ま
す
。ま
た
平
成
10
年
に
は
金
長
民

話
を
語
り
継
ぐ「
阿
波
狸
合
戦
講
談

語
り
部
養
成
塾
」を
開
講
し
て
た
ぬ
き

を
テ
ー
マ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
町
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

竹内 明彦さん
（市民講談師：阿洲斎楽天）

小松島市語り部協会「御伽衆」代表
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小松島市

小松島市DATA …〈平成25年2月1日現在 人口：４０，８９２人、世帯数：１７,113世帯   小松島市総務課 ☎０８８５-３２-２１２７ 〉問

松茂町は空港やバスターミナ
ルを擁する県の玄関口でス
マートＩＣも計画されており、交
流拠点としての役割が増々大
きくなります。そうした中、町内
の主だった団体で開催してい
る「スカイフェスタ松茂」や、なる
と金時「松茂美人」を使った特
産品開発等、町をあげて松茂
町のＰＲに取り組んでいます。
そこには長年培ってきた地域
住民、農漁商工業者の繋がり
があります。将来も様々な地域
振興に活かせる人的ネットワー
クが松茂町自慢の財産です。

松
茂
町
は
空
と
陸
の
交
流
拠
点

を
持
つ
徳
島
県
の
玄
関
口
で
す
。

徳
島
県
の
空
の
玄
関
で
あ
る
徳
島

阿
波
お
ど
り
空
港
は
、松
茂
町
の
面
積

の
１３
％
を
占
め
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
なって

お
り
、年
間
約
８１
万
人
の
乗
客
を
運
び

多
様
な
交
流
の
拠
点
と
し
て
町
の
飛

躍
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、陸
の
玄
関
、徳
島
と
く
と

く
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、県
内
各
地
の
物

産
、特
産
品
な
ど
の
お
土
産
を
揃
え

賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、長
距
離
バ
ス

の
停
留
所
が
近
接
し
本
州
方
面
へ
の

乗
客
が
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、現
在
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
四
国
横
断
自
動
車
道
に

（
仮
称
）松
茂
ス
マ
ー
ト
I
C
の
設
置

（
平
成
２６
年
度
供
用
開
始
予
定
）を
進

め
て
お
り
、四
国
横
断
自
動
車
道
が

県
道
徳
島
空
港
線
を
介
し
て
徳
島

阿
波
お
ど
り
空
港
と
直
結
し
、空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
や
津
波
災
害
時

等
に
よ
る
避
難
・
復
旧
支
援
の
物
資

輸
送
路
の
確
保
な
ど
、大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

全
国
へ
羽
ば
た
け

松
茂
の
農
産
物

松
茂
町
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い

る
農
産
物
と
い
え
ば
、さ
つ
ま
い
も

「
松
茂
美
人
」と
日
本
梨「
阿
波
お
ど

梨
」が
あ
り
ま
す
。

「
松
茂
美
人
」は
、全
国
的
に
有
名

な
鳴
門
金
時
の
中
で
も
松
茂
町
で
栽

培
さ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
名
付
け
ら

れ
た
名
称
で
す
。生
の
果
肉
は
ク

リ
ー
ム
色
を
し
て
お
り
粉
質
で
、こ
れ

を
焼
く
な
ど
加
熱
す
る
と
黄
金
色
に

な
り
、ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
甘
い
芋
に
仕

上
が
り
ま
す
。ま
た
、果
皮
は
全
体

に
ム
ラ
の
な
い
色
鮮
や
か
な
紅
色
を

し
て
お
り
非
常
に
美
し
く
、こ
れ
が

「
松
茂
美
人
」の
名
前
の
由
来
で
す
。

出
荷
時
に
は
さ
ら
に
美
し
く
仕
上
げ

ら
れ
、こ
れ
ま
た
綺
麗
な
箱
に
入
れ

ら
れ「
箱
入
り
娘
」よ
ろ
し
く
、四
国
一

円
は
も
と
よ
り
、広
く
京
阪
神
・
東

京
・
名
古
屋
な
ど
の
市
場
へ
運
ば
れ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、「
阿
波
お
ど
梨
」は
、松
茂

町
で
収
穫
さ
れ
る
幸
水
梨
及
び
豊
水

梨
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
す
。幸
水
梨
は
、

酸
味
が
少
な
く
糖
度
が
高
い
品
種

で
、果
肉
は
柔
ら
か
く
果
汁
も
豊
富

で
す
。他
方
、豊
水
梨
は
、幸
水
梨
よ

り
や
や
大
き
め
で
、果
汁
が
多
く
、程

よ
い
酸
味
と
濃
厚
な
甘
味
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
い
食
べ
応
え
の
あ
る
品
種
で
す
。

松
茂
町
が
誇
る
こ
の
2
大
ブ
ラ
ン

ド
品
、是
非
一度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

ふるさと自慢
わたしの

小林 通伸さん
松茂町商工会 会長

ふるさと自慢
わたしの

松 茂 町

松茂町DATA …〈平成25年2月1日現在 人口：１５，４６３人、世帯数：６，４２２世帯   松茂町企画財政課 ☎０８８-６９９-８７１１ 〉問

徳
島
県
の
玄
関
口

毎年９月下旬に月見ヶ丘海
浜公園で、スカイフェスタ
松茂が開催されます。
当日は、芋掘りなど体験型
のイベントのほか、音楽ラ
イブや模擬店の出店など
があり、多くの人でにぎわ
います。

おすすめイベント

スカイフェスタ松茂

港まち小松島ならではの美味しい
魚介類の販売を行う海鮮朝市が
好評です。施設内の産直市では常
時新鮮野菜や果物が並べられ多く
の買い物客で賑わいます。

港まち健在

たぬきでユニークな町づくり

毎月第4土曜開催 場所／小松島みなと交流センター 小松島市小松島町新港19
問い合わせ ℡0885-32-3809（小松島市産業振興課）
時間＝8:30～12:00（なくなり次第終了） 駐車場200台

海鮮朝市

四国最大級のコンテナ荷役用
ガントリークレーン

忍者・一本松のおたけ

大将・金長

軍師・田浦太左衛門

旗本
藤の樹寺の大鷹

藤の樹寺の小鷹・熊鷹

参謀長・衛門三郎

小松島市観光PR用
マスコットキャラクター

こまポン

小松島市観光PR用
マスコットキャラクター

こまポン

人
が
元
気
・
暮
ら
し
が
安
心

未
来
を
広
げ
る

みずみずしい
阿波おど梨とホクホクした
甘さの松茂美人



ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
を

解
い
て
商
品
ゲ
ッ
ト
!

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
9
名
様
に
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

板
野
町

ペ
ン
ネ
ー
ム 

春
待
ち
人

佐
那
河
内
村

ペ
ン
ネ
ー
ム 

里
山
ラ
イ
ダ
ー

高鉾建設酒販事業部
●勝浦郡上勝町傍示西峯146-4
●TEL.0885-44-1388
●FAX.0885-44-5388
●http://www.sake-takahoko.com/
●info@sake-takahoko.com

藍の館
●板野郡藍住町徳命字前須西172
●TEL.088-692-6317
●休館日/毎週火曜日(祝日は開館)、12/28～1/1
●開館時間/9:00～17:00（藍染め体験は9:00～16:00）
●詳しくは、藍住町ホームページへ

上勝町は全国的にも有名な
「彩」や上勝晩茶の生産で
知られるオリジナルブランドを
持つ元気な町です。
この町にもう一つ新たなブラ
ンドに育ちそうな商品ができ
ました。それは町内に沢山あ
る棚田で収穫した米から作
られたお酒です。上勝は急

峻な山々に囲まれ、標高が
高く空気が澄んで美味しい
お米がとれます。
また、水もきれいで酒造りに
適した環境が整っています。
この環境に人々の情熱が加
わり、まろやかで口当たりの
いいお酒ができました。
是非お試しを。

藍染めは言わずと知れた徳
島県の伝統工芸です。徳島
ブランドとしてハンカチ、手ぬ
ぐい、タオル、Ｔシャツ、のれ
んなどの布製品をはじめ遊
山箱や傘、変わったもので
は真珠などに染め、お土産
品や日用品として人気を得
ています。

藍の館では藍染めの製品
づくりから販売まで行うとと
もに、藍染めの資料や道具
を展示して年間約3万人の
来館者がある観光施設で
す。また藍染めの体験もで
き、ここに来れば藍のことが
すべて分かる専門の博物館
です。

昭月堂本店は元は、徳島市
佐古にありました。北島町に
出店したのは昭和11年頃
のことで、今年創業78年の
和菓子店です。店は3代目
の山丸義光さんが奥さんと
二人で切り盛りしています。
老舗店らしく、店の常連客
は祖父の時代からの付き合

いの人もおり、変わらない味
と安心を保ち続けています。
店のオリジナルブランドは創
業以来の商品「鴨か寿」を
はじめ「かち栗」「徳島まろ
ん」、「すだち最中」など多数
あり、手作りで精魂込めた
味が好評です。

昭月堂本店

代々の味と伝統を守り続けて

ブランドの
チカラ
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Power of 
BRAND

Power of BRAND

藍の館
藍のことがすべて分かる専門の博物館

㈱高鉾建設酒販事業部 [上勝町]

[藍住町]

[北島町]
全国で流通する、すだちの
ほとんどは徳島産です。なか
でも神山町はすだち発祥の
地と言われ生産量は日本一
です。「神山まるごとドレッシ
ングとすだちサイダー」は町
内でも特に品質が良いと言
われる鬼籠野産すだちを贅
沢に使った逸品です。神山
まるごとドレッシングにはすだ

ちを始め、梅、お茶など神山
の特産品がギュギュっと凝
縮されています。またラベル
のデザインはお洒落で明る
く女性を意識したものになっ
ています。神山温泉売店、
道の駅、高速道路のサービ
スエリアなどで販売中です。

㈱神山温泉 神山旬感工場
神山を丸ごと詰め込んだ
ドレッシングとサイダー

［神山町］

革張り木製家具の老舗、㈱
北谷は長年研究開発した
独自の技術を持ち、国内の
木製家具コンクールで数々
の名誉ある賞を受賞してい
ます。
染色加工した仔山羊の皮を
特殊合板に貼り、表面に世
界でも最高水準の樹脂加
工を施したキットファニチャー

が自慢です。手間のかかる
製品づくりを支えるのは、コ
ストより品質を重視するとい
う同社の社風があるからで
す。創業88年を迎える現在
も、その心意気は脈 と々流れ
ています。県内では徳島市
木工会館Our Wood等で販
売しています。

株式会社 北谷
こだわりの心が生む
極上のキットファニチャー

［徳島市］ 棚田米と湧き水がつくった 人情酒

官製はがきに、①クロスワードパズルの答え、②プレゼントの希望の商品
名、③郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号、④本誌「結ぶ」に対する感
想や要望を、ご記入の上 〒770-8571 徳島市幸町2-5 徳島市企画政策
課内「結ぶ」プレゼント係 へ2013年5月10日（必着）までにお送りください。
（お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します）

【当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます】

編
集
雑
記
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Vol.2

あ
せ
び
公
園

寒
さ
も
や
や
緩
み
、あ
せ
び
公
園
に
２
，０
０
０

本
あ
ま
り
群
生
す
る
あ
せ
び
の
見
頃
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

大
坂
峠
か
ら
あ
せ
び
公
園
ま
で
、ピ
ン
ク
色
の
桜

の
花
と
小
さ
く
白
い
あ
せ
び
の
花
の
競
演
を
楽
し

み
な
が
ら
散
策
し
、大
坂
峠
展
望
台
か
ら
北
は
瀬

戸
内
海
公
園
、南
は
眉
山
・
吉
野
川
平
野
な
ど
風

光
明
媚
な
景
色
を
一
望
し
た
後
、あ
せ
び
温
泉
に

ゆ
っ
く
り
つ
か
り
疲
れ
を
癒
す
…
。そ
ん
な
一日
を

過
ご
す
の
が
楽
し
み
で
す
。

み
な
さ
ん
も
板
野
町
に
お
越
し
の
際
は
、是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

わ
き
見
に
注
意

晴
れ
た
日
は
オ
ー
ト
バ
イ
通
勤
。

車
載
温
度
計
を
気
に
し
な
が
ら
セ
ル
ス
タ
ー
ト
。

い
つ
も
の
右
カ
ー
ブ
で
信
号
を
チ
ェッ
ク
し
な
が
ら
バ

イ
ク
ご
と
体
も
倒
す
。直
線
約
1
㌔
、左
に
水
量
の

減
っ
た
園
瀬
川
、お
店
を
過
ぎ
る
と
郵
便
局
、少
し

昇
り
の
左
カ
ー
ブ
か
ら
右
カ
ー
ブ
に
差
し
掛
か
る

所
に
大
宮
神
社
。左
遠
く
に
は
大
川
原
高
原
に
ま

だ
残
雪
。再
び
直
線
、同
僚
が
追
い
抜
く
。通
学
を

急
ぐ
小
・
中
学
生
。朝
早
い
J
A
で
は
コ
ン
テ
ナ
を

積
み
こ
ん
で
い
る
。役
場
到
着
。こ
の
間
温
度
が
2

〜
3
度
変
わ
る
。わ
ず
か
5
分
の
通
勤
時
間
。

風
が
運
ぶ
桜
、稲
穂
、金
木
犀
、田
作
り
の
香
り

に
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、自
然
と一体
化
し
た
瞬
間

が
バ
イ
ク
の
魅
力
で
す
。

佐
那
河
内
は「
風
の
恵
み
」を
い
た
だ
い
て
い
る
村

で
す
。

昭月堂本店
●板野郡北島町高房堤下21-12
●TEL.088-698-2301
●年中無休（元旦休み）
●http://www.shougetsudou.com

株式会社 北谷
●徳島市国府町日開539-1 ●TEL.088-642-1360
●http://www.kit-furniture.co.jp

㈱神山温泉 神山旬感工場
●名西郡神山町神領本上角
●TEL.088-676-1117
●http://kamiyama-spa.com
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1

65

2

3

A

B

A B

PRESENT

応募方法

米焼酎・純米吟醸原酒
2本入り

米焼酎
純米吟醸原酒

（1名様）

PRESENTPRESENT

レースハンカチ
1枚

（3名様）

PRESENT

かち栗、徳島まろん
詰合せ
（2名様）

PRESENT

神山すだちサイダー
＆ドレッシングセット

（2名様）

PRESENT

PRE
SENT

写真たて
（1名様）

1. 樫原、八重地といえば○○○

3. 温州といえば○○○

5. 小松島港まつりでは、は○○が
 盛大に打ち上げられます

2. ビッグひなまつりは○○○○町で開催されます

4. 力餅が行われる大山寺は○○○○町にあります

6. 徳島市の○○○ロープウェイは年中無休

7. 月見ヶ丘○○○○公園は松茂町にあります

ヨ 

コ

タ 

テ
答え

お ろ の表紙の写真
第8回坂本おひな街道でのイベ
ント「ヒナコン～おひな様気分で
ウエディング～」にて、小松島市
在住の新郎新婦・中山さん。今
年、第25回ビッグひな祭り・第
12回おひな様の奥座敷で勝浦
町は「おひな様一色」となる。

7

まつり


